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国土交通省 近畿地方整備局
淀川河川事務所 調査課
〒573-1191 枚方市新町2-2-10 TEL 072-843-2861

◆開催概要
日 時：令和４年７月１１日（月）１０:００～１１:００
場 所：WEB方式（Zoom）による開催
参加者：１８機関が出席

― 淀川河川事務所 ― R4.7.11

大規模水害に対する逃げ遅れゼロの実現に向けて

大阪府域の首長が集結し、意見交換を実施！
【令和4年度 淀川管内水害に強い地域づくり協議会 首長会議 （大阪府域） を開催】

意見交換の内容

★避難の「計画・訓練」と「意識改善」が重要！

淀川管内水害に強い地域づくり協議会の活動報告、情報提供・話題提供など

水害時の逃げ遅れゼロの実現に向けた連携に関する意見交換

★「早めの避難」の呼びかけが重要！

• 淀川は大規模河川で、避難人数も多いことから、国の支援と連携をいただきながら、早めの避難に向けて真

摯に対応していきたい。

• 避難所までの避難経路が長い地域では、早めの避難や住まい方に応じて垂直避難を呼びかけていきたい。

◆「水害時の逃げ遅れゼロの実現に向けた連携」を議題として、淀川流域内12市町による意見交換を行いました。

協議会における令和３年度の活動を報告するとともに、今年度の重点取組である「要配慮者利用施設におけ
る避難確保計画作成及び避難訓練の実施」の先進事例について確認しました。

洪水予報の発表について、氾濫危険情報の発表基準の変更（切迫水位到達の予測による発表）について、淀川

河川事務所から情報提供を行いました。
天ヶ瀬ダム再開発事業における通水試験後の運用について、淀川ダム統合管理事務所から情報提供を行いま

した。
線状降水帯と淀川チャネル型大雨について、大阪管区気象台長から話題提供がありました。

★安全な避難のための「連携」や「共有」が重要！

• 避難場所を確保するために、地域内の物流施設や商業施設といった民間企業との連携が重要である。

• 施設と個別に話を進めているが、協定締結など、民間との連携に関する先進事例を共有していただきたい。

• 避難経路の長い住民が余裕を持って、避難ができるような専門的知見を共有していただきたい。

• 今年度に高槻市制施行80周年を迎え、水害を想定した大防災訓練を実施する予定である。

• 大防災訓練を通じて避難に関する課題抽出や検証を行い、市民の安全で適切な避難につなげていきたい。

• 市民の自助・共助の意識を高め、適切な避難行動が行えるよう、市単位・地域で作成するマイ・タイムライ

ンやコミュニティタイムラインの整理に取り組んでいきたい。
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